
 
 

令和３年度一般会計補正予算（第 14号）の概要について 
 
 
１ 補正予算の概要 

今回の補正予算は、新型コロナウイルスの感染拡大が長期化する中、事業者支援
や感染拡大防止策、市民生活支援を実施するために必要となる経費を追加で予算措
置するもの 

 
２ 予算規模 

補正予算額（第 14号）    １３０，３００千円 
補正後予算額      ６２，９３９，２３６千円 
 

３ 事業概要 

①中小企業等経営維持支援事業 商工振興課 

内 容 

１ 事業概要 

「まん延防止等重点措置」の適用・延長に伴い影響を受けた事業者
に対して、支援金を支給し、経営の維持と雇用の安定を図るもの 

 
２ 対象事業者 
  ①の額が②と比較して 20％以上減少した事業者 
   ※時短要請対象飲食店は除く。ただし、宿泊事業者は交付対象 
 

①令和４年１月～３月の平均売上額 
②平成 31年～令和３年のいずれかの年の１月～３月の平均売 
上額 

 
３ 支給額 
 
ア 上記２の②から①を差し引いた額 
 
イ 下記の基本額＋加算額        

 
 

基本額 法人 20万円、個人 10万円 

加算額 

ホ テ ル ・ 旅 館 等  1万円×部 屋 数(上限 50万円) 

貸 切 バ ス 事 業 者 10万円×保有台数(上限 50万円) 

タクシー・運転代行事業者  5万円×保有台数(上限 50 万円) 

旅 行 事 業 者 20万円／事業者 

飲食店直接取引先 10万円／事業者 

時短要請対象外飲食店 10万円／事業者 
 

予算額 財源内訳          （千円） 

119,500 千円 
国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 

    119,500 

 
 
 
 

ア、イのいずれか低い額 



②新型コロナウイルス感染症拡大防止事業 健康増進課 

内 容 

１ 事業概要 

新型コロナウイルスの感染が拡大している中、感染拡大防止を図る
ため、福祉施設等で働いている職員に対するＰＣＲ検査キットを購入
し、感染が懸念される施設等へ提供するもの 

 
２ 事業の内容 
  ＰＣＲ検査キットの購入：2,000キット 

対象施設 準備数 
障がい・福祉施設 300キット 
保育所・認定こども園等  600キット 
介護施設等 600キット 
予備分等 500キット 

合計 2,000キット 
 

予算額 財源内訳          （千円） 

4,200 千円 
国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 

    4,200 

 

③新型コロナウイルス感染症自宅待機者支援事業 健康増進課 

内 容 

１ 事業概要 

新型コロナウイルス感染症により、自宅待機となった濃厚接触者
で、家族など他の人からの支援が受けられないなど、食料品等の確保
が困難な方に対して、引き続き食料品等の無償提供を行うもの 

 
（１）支援対象者 

 濃厚接触者のうち、食料品等支援を他の人から受けられない方等 
 
（２）支援内容 

支援を希望する自宅待機者へ、１日 1,000円相当の食料品等を 
10日分を限度に無償提供する。（支援物資は委託業者が自宅へ 
配送） 

 
（３）支援物資の内容 

 食料品（パックごはん、レトルト食品等）、飲み物、衛生用品など 
予算額 財源内訳          （千円） 

3,300 千円 
国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 

    3,300 
 

④生活応援給付金事業 福祉政策課 

内 容 

１ 事業概要 

新型コロナウイルス感染症の影響により、生活が困窮している世帯
に対し支給している生活応援給付金について、感染症の影響が長期化
していることから、申請期間を延長し、引き続き支援を行うもの 

 
２ 事業の内容 
（１）給付対象者 次のいずれにも該当する世帯 

①鹿屋市社会福祉協議会の「緊急小口資金」、「総合支援資金」又
は鹿屋市の「住居確保給付金」のいずれかを令和４年６月30日
までに申請し、貸付又は給付が決定した世帯 

②本事業の給付金の申請時点で、鹿屋市に住所を有する世帯 
（２）給付額 

単身世帯：３万円、２人以上世帯：５万円 
予算額 財源内訳          （千円） 

3,300 千円 
国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 

    3,300 
 


